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児童虐待防止対策の充実について 

 

 
 

 

 

 

 

 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 現在の取組 

大阪市では、全てのこどもが適切な養育を受け、健やかな成長・発達や自立等を保証され、その持てる力を

最大限に発揮することができるよう、こども及びその家庭を支援することを目的に、関係機関が連携して児童虐

待対応に当たっています。 

区役所の子育て支援室は、第一義的な子ども家庭相談の窓口であり、市民に身近な相談機関として、こど

もの福祉に関する支援を行っています。また、虐待を受けているこどもをはじめとする要保護児童の早期発見や

適切な保護を図るために、関係機関がそのこども等に関する情報や考え方を共有し、適切な連携の下で対応

していくための「要保護児童対策地域協議会」の事務局である調整機関の役割も担っています。 

大阪市における児童虐待防止の取組について 
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1 現在の取組 

区役所職員に加え、子育て支援室に専門の相談員を配置し、児童虐待の防止や不登校対応などに取り

組んでいる。 

＜子育て支援室の専門相談員＞ 

〇家庭児童相談員 ２名 

心身の発達や不登校、親子関係の相談に加え、児童虐待防止に関する相談に対応するとともに、要保

護児童等の調査・評価（アセスメント）、要保護児童対策地域協議会の事務局業務を担う。 

 

〇臨床心理士 １名 

学齢期の、発達障がいのある児童が健全に成長できるよう相談等の対応を行う。また、不登校状態にあ

る児童生徒等への支援を行う。 

 

〇SSW（スクールソーシャルワーカー）１名 

教育分野に関する知識に加え、社会福祉等の専門的な知識・技術を有する SSW を配置。 

経済的、家庭的な困難や虐待、学校でのいじめ、その他の子どもの課題を、学校、保護者、関係機関と

連携・協力しながら解決をめざす。 

都島区における児童虐待防止の取組について 

2 令和2年度 重点事業 

現在の取組を継続するとともに、全市的な取組の重点化に合わせ、新たな事業や専門員の配置を行う。 

〇重大な児童虐待ゼロに向けた地域子育てアシスト事業  【予算 2,628 千円】 

地域の状況を常時把握可能な「地域子育て連絡員」を配置し、支援を要する保護者や子どもの相談窓

口となるとともに、日常的な状況把握を元に子育て支援室につないでもらうことにより虐待防止を図る。 

 

〇要支援妊婦への訪問等支援  【予算 3,149 千円】 

区役所子育て支援室に新たに保育士資格等を有する会計年度任用職員を採用。保健師による家庭

訪問への同行や電話相談者へのアプローチを行い、支援が必要な妊婦の状況を把握。減免制度の活用

や就職支援事業の利用など福祉的な制度に繋ぎ、継続的な支援を行う。 

 

〇精神等障がい者への子育て支援  【3,488 千円】 

精神保健福祉士もしくは社会福祉士等の有資格者が、精神疾患を有する保護者や家族への面談対応

や相談支援を行うことにより、発達障がいのある児童生徒や不登校状態にある児童生徒の現状把握を

行いながら関係機関と連携し、問題解決に向けたケアにつなげていく。 
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都島区 子育て関連 新規事業 

〇学習環境支援事業 【1,077 千円】 

こどもたちの学習環境をサポートするため、ノウハウのある民間事業者をプロポーザル方式により選定して、

学習支援兼悩み相談場所を開設し、こどもの学力向上・精神面の支援に関する知識・経験のあるサポー

ターを配置する。 


